
 

和歌山商工会議所「令和７年度 和歌山市への要望」に対する回答 

 

繊維工業部会 

① 地元高校生への繊維産業の積極的な魅力発信について 

地場産業である繊維業界では人口減少が進む中、新たな人材を採用しようとしてもきてもらえないの

は、繊維産業の魅力をうまく発信できていないのも一つの要因であると考えている。 

  このような状況の中、高校生にきてもらうため各企業における職場環境の整備に努めるとともに、実際

に体験いただくことが重要であると考えている。 

  ついては、繊維関係に少しでも関連のある専門学科において、地元企業が出前授業の実施をはじめ、

自社への視察やインターンシップを受け入れるので、そういった取組に参加いただけるようご協力をお願

いしたい。 

 

 

回答課 学校教育課 商工振興課 産業政策課 

現在、和歌山市内の高校生を対象に、新規高卒者の採用予定がある企業から直接「企業の概要」や

「仕事の内容」、「求めている人材像」などの説明を聞くことができる応募前企業ガイダンスを和歌山県

と共催で実施しているほか、関係機関と連携の上、高校生も参加することのできる合同企業説明会を実

施しています。 

  このような取組に加え、出前授業を実施することにより、繊維産業の専門家や経営者を招き、実際の

業務内容や最新技術を紹介したり、繊維産業の未来について児童生徒に直接話す機会ができると考え

られます。 

  また、インターンシップを受け入れていただくことにより、繊維業界の現場を実際に見学し、職場の環境

や仕事の内容を体験することは、高校生にとって貴重な学びの機会となり、生徒の今後の進路選択のひ

とつの参考とすることができると考えられます。 

  以上のように、繊維産業へ触れる機会の確保は、有効な取組であると考えられますが、和歌山市立和

歌山高等学校の専門学科との関連と生徒の希望を考慮しながら、今後検討してまいります。 

  引き続き高校生の市内企業への就職を促進するため、企業の魅力発信に取り組んでまいります。 

 

 

 

 


